
楽しく、無理なく、介護予防 

地域と協働で進める 

介護予防 



愛知県武豊町 

人口 42,517人 

面積 約26k㎡ 

高齢化率19.7% 

認定率 11.9% 
 

・名古屋から４０分 

・臨海部工業地帯 
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・後期高齢者の割合少 
 H22.3全国52.4% 武豊38.8% 

・重度認定者の割合少 

 H22.3全国6.3% 武豊3.5% 

 

→若くて元気な高齢者が多い 

高齢者の地域特性 
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大学と共同研究 
 介護保険制度導入時から定期的 

 に一般高齢者への調査実施 

 事業計画策定にも参画 

  

→追跡調査・分析が容易 

 事業立ち上げから記録 

事業の特色 
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参加実績 

事業前（H18 ）の予防事業参加実人数98人 

H19 H20 H21 H22 

延べ開催回数（回） 39 66 91 109 

実参加者数（人） 401 583 637 727 

延べ参加者数（人） 2,341 4,553 5,223 6,441 

一般高齢者参加率 

（％） 
8.3 8.4 8.7 9.9 
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参加者の横顔 

・７０代が過半数 
・半数が年５回以上参加 
 年１０回以上も３割 
 
「健康のため」 
「会場外でも交流」 
「元気でも保険料が活用」 
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立ち上げの経過 
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・地域支援事業の新設 
・介護予防の重要性明記 
   ↓ 
 市町村の必須事業に！ 
  一般・特定高齢者の２施策 

  市町村独自の展開可能 

  事業評価の要求 

H１８制度改正 
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地域の会への参加と認知症発症 

（3年間の追跡）  
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地域の集まりに参加する
人は、認知症になりにくい 
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友人と会う頻度と認知症発症 

（3年間の追跡） 
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特に男性で大きな差 

友人と会う頻度 
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・趣味や社会参加がない 
・外出が少ない 
・健診・事業参加が少ない 
・遠方の事業には参加不能 
 
→リスク者が参加できる方法？ 

要介護リスク者 
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一般高齢者調査の分析結果 
・予防事業参加者は会場から 
 遠いほど減少 
・新規要介護・死亡者の半数 
 は無リスク者から 

従来事業の課題 
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介護予防事業として 
   高齢者サロンを明記 
 「一般高齢者施策を重視」 

 「高齢者の居場所を設置」 

 「住民主体の運営で推進」 

第３期介護保険 

事業計画H18-20 
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計画準備会議 
・ H18（2006）２～９月 
・保健師、介護保険担当、社会 
 福祉協議会、在宅介護支援 
 センター＋大学 
・基本理念の確認、先進事例見学 
 55歳以上の調査実施 

モデル事業準備 
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（人） 介護予防事業への参加条件 

愛知県武豊町H18（2006）年調査 
65歳以上高齢者 2727人 

開催場所が近い 

時間の拘束なし 

内容に共感 

気の合う仲間 

自分のペースで 

昼食提供 

参加結果明確 
 

参加目標明確 

男女別 

その他 

竹田・平井 2006 15 



・拠点の充実（徒歩圏内） 
  身近な会場で外出機会提供 

・地域住民による自立型 
  社会参加の機会提供 

・行政による活動促進 
  趣味・生きがいの提供 

サロン事業の方向性 
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住民参加 
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Ｈ18.10 参加62人 
・７月アンケート調査で協力 
 意向の高齢者（案内郵送） 
・町広報の募集 
・地域団体代表（保健推進、 

 健康体操、食生活改善）  

事業協力者説明会 
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 H18.11～ 約40名参加 
・説明会後の協力可能者52名 
・先行事例紹介、イメージ～
合言葉決定、課題検討 

 
→具体案策定の準備委員選出 

ワークショップ（２回） 
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みんなの笑顔があふれるサロン 

ひとりひとりの思いを大切にするサロン 

人と人とがつながる出会いのサロン 

サロンの合言葉 
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Ｈ19.2～３ 準備委員会 
・代表８人と会議・見学 
・具体案、候補会場選定 
H19.3 ワークショップ 
・４０人で３会場決定 
 →会場開所準備へ  

 会場決定・開所 
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共通ルールは 

  住民主体で決定 

・一般高齢者 

 運営・出前ボランティア 

・参加費１回100円 
どこでも参加自由・予約不要 

サロンの概要 
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住民が主役 

参加者 

 

地域の人 

運営ボラ 
 

出前ボラ 

武豊町と関係機関が支援 

健康づくり 

ふれあい交流 
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地域包括支援センター中心 
（福祉・健康部門協力） 
・会場運営・人材育成支援 
 研修・広報・連絡会議 

・各会場運営委員会に委託 
 資金（年46万）・相談支援 

支援体制 
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第５次総合計画（H20～32） 

○高齢者の生きがいづくりを支援する 

○地域ぐるみで福祉を支える 
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総合計画の数値目標 
 H25 10ヶ所 
 H32 14ヶ所 
・徒歩15分圏内 
・実現可能な地域から 
・会場組織づくりの支援  

会場の整備 
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町内のどこかで毎週開所中 
・複数会場参加１割（ボラ４割） 

・未開所地区も理解が深まる 

H23 候補２地区に働きかけ中  

  拠点の拡充 

H19 H20 H21 H22 

会場数（会場） ３ ５ ７ ８ 
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46

徒歩 自転車 バイク 自動車

97
30

7

37

徒歩 自転車 バイク 自動車

ボランティア 

回答：９２名 

参加者 
回答：171名 

回答の５割が車 

すべてが１５分圏 

回答の６割が徒歩 

９割が１５分圏 

  会場への通所手段と時間               

H21（2009）年 
お元気チェック 
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会場・人づくり 
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モデル地区決定 
協力者４０人→ ３会場へ 
・準備委員会で会場案 
・共通ルールをもとに 

 各会場独自の運営案作成 

・月１～２回、２～５時間  

 １年目 H19 
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Ｈ19.9 ワークショップ 
・７６人で今後の会場検討 
・次期会場２地区選定 
H19.10～ 会場準備会 
・初代協力者＋新メンバー 

 ２年目 H20 
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運営方法は確立したが･･･ 
・事業担当職員の負担大 
 新規開所・既存会場支援の両立 

・地域組織との乖離 
 区・民生委員の役割が曖昧 

→地域密着型を目指す 

 ここまでの課題 
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開所支援を一地区集中で 
・最初に地区説明会開催 
 区関係者・協力者への事業説明 

・開所準備会 
 地域の人材・店舗・特色を活用   

 ３年目以降 H21～ 

33 



開所式準備風景（H22） 34 



25～59歳･･ 7％   60～64歳･･19% 

65～69歳･･40％  70～74歳･･23％ 

75～86歳･･11％ 

→ボランティアも予防対象者 

H19 H20 H21 H22 

年度末ボランティア 

登録者数（人） 
89 125 155 177 

ボランティアの横顔 
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・運営協議会（隔月） 

 各会場代表の連絡会・総会 

・研修（年４種13回） 
 ボランティア研修（全員目標） 
 レクリエーション研修・救命 
救急研修・傾聴ボラ研修 

 →研修や会議も交流の場  

 人材の育成 
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事業の評価 

37 



いきがい・健康アンケート 

要介護認定を受けていない
６５歳以上の全町民を対象
に、定期的に実施している
調査です 

どんな人が健康を維持しや
すいか分析しています 

（分析／日本福祉大学） 
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憩いのサロン参加者・ボランティアの
健康状態について、定期的な調査分
析を実施し、事業に役立てています 

分析／星城大学ほか 

お元気チェック 
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外出先の増加 
Ｈ２１（２００９）年 
お元気チェック 

ボランティア・参加者の３割が、 

サロン参加がきっかけで外出が増えたと回答 

0 5 10 15 20 25 30

ボランティア

参加者

(人) 
 

竹田 2010 

自宅周辺 

親族の家・友人宅 

商店・喫茶店・飲食店 

図書館・町民会館 

公民館 

保健センタ－ 

趣味などの会 

憩いのサロン 
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参加している地域組織数 
町内会，スポーツ・趣味・宗教・ボランティア・政治・業界・市民団体 

Ｈ１８（２００６）～Ｈ２０（２００８）比較 

2年前 

非参加者 プログラム参加者 

2年前の参加組織数が同じ群で比較しても 
事業参加者の参加組織数は増加  

（n=198） （n=1495） 

2008年の参加組織数 2008年の参加組織数 2年前 
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0 10 20 30 40

その他

友人の数が増えた

知識や技術が増えた

やりたいことや楽しみが増えた

健康になった

明るくなった

外出が増えた

家族関係が良くなった

%

H20（2008）アンケート回答3,459人中 
サロンに参加している321人 

参加者における変化 
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事業参加後の変化 

ボランティア７０人 参加者１１３人 

87.1 
82.9 

90.0 
87.1 

76.1 
79.6 

87.6 
82.3 

40 
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80 
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当初→参加後 

（％） 
うつ傾向がない 健康状態がよい 

当初→参加後 

Ｈ１９（２００７）年～Ｈ２１（２００９）年 

２回の調査を比較して、健康を損なうリスクが、 

全体的に維持・改善の方向へ向かっています 
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事業参加後の変化 

（％） 
話し相手が増加 

一緒に取り組む 

相手が増加 

他人の役に 

立っていると思う 

Ｈ１９（２００７）年～Ｈ２１（２００９）年 

当初→参加後 当初→参加後 当初→参加後 

ボランティア７０人 参加者１１３人 
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竹田他2011 

サロンは 
貴重な 
情報源 
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高齢者の社会参加に効果あり 
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評価結果 

・社会的サポートネット 

 ワークの増加 

・外出頻度増が３割 

・主観的健康感維持 

・３番目の健康情報源 

→健康維持・改善に期待 
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事業効果 
高齢者が多数集まる場 
 二次予防対象者も抵抗なく参加 

 健康・町政に関する啓発機会 

地域の助け合い促進 

 世代間交流・地区役員の参加 

 団塊世代の地域デビューの場  

 →認知症見守り・要援護者支援へ 
48 



介護予防、生きがいづくり、 
見守り活動の拠点 
・二次予防→一次予防の受け皿 
・地域の福祉力向上 
・認知症理解・支援の啓発 
地域支え合い体制づくりと連携 

第５期計画へ 
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楽しく無理なく 

介護予防 
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